
※
こ
の
法
令
は
廃
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

昭
和
三
十
四
年
農
林
省
令
第
四
号

い
る
か
猟
獲
取
締
規
則

漁
業
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
六
十
七
号
）
第

六
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
基
き
、
い
る
か
猟
獲
取
締
規

則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

第
一
条
　
日
本
海
を
除
く
北
緯
三
十
六
度
以
北
の
太
平
洋

に
お
い
て
は
、
毎
年
二
月
二
十
日
か
ら
六
月
二
十
日
ま

で
の
間
は
、
も
り
づ
つ
以
外
の
銃
砲
を
使
用
し
て
い
る

か
を
猟
獲
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
二
条
　
前
条
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は

こ
れ
を
併
科
す
る
。

２
　
前
項
の
場
合
に
お
い
て
は
、
犯
罪
行
為
に
供
し
た
銃

砲
又
は
犯
罪
行
為
に
よ
り
得
た
漁
獲
物
及
び
そ
の
製
品

で
あ
つ
て
、
犯
人
が
所
有
し
、
又
は
所
持
す
る
も
の

は
、
没
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
だ
し
、
犯
人
が
所

有
し
て
い
た
こ
れ
ら
の
物
件
の
全
部
又
は
一
部
を
没
収

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
そ
の
価
格
を
追
徴
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
条
　
法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理

人
、
使
用
人
そ
の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人

の
業
務
又
は
財
産
に
関
し
て
、
前
条
第
一
項
の
違
反
行

為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法

人
又
は
人
に
対
し
、
同
項
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

附
　
則

こ
の
省
令
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

附
　
則
　
（
昭
和
五
八
年
六
月
一
一
日
農
林
水
産

省
令
第
一
七
号
）

こ
の
省
令
は
、
漁
業
法
及
び
水
産
資
源
保
護
法
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
八
年
法
律
第
六
十
二

号
）
の
施
行
の
日
（
昭
和
五
十
八
年
七
月
一
日
）
か
ら

施
行
す
る
。
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